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＜連絡事項＞

・奥山　以依子様～明日帰院時、お兄様とＰＳＷ、スタッフで面談を行ないます。
＜週間予定＞

・２月２３日　皮膚科

・２月２６日　北病棟昼食会
＜北病病棟消防訓練実施計画説明＞

・北病棟消防訓練実施計画書に沿って説明を行っています。
北病棟消防訓練実施計画書

＜役割分担＞

班長：高橋（その場の指揮の任に当たる）

通報連絡係：鶴ｹ崎（火災を公設消防機関に通報する）

初期消火係：村舘・木村（定められた消火器・消火栓などにより初期消火の任に当たる）

救護班：木村（被救助者の応急救護に当たる）

避難誘導係：池田・阿部（避難誘導の任に当たる）

護送：鶴ｹ崎・村舘（江刺家　恵子様）赤坂（伊藤　五十二様）

工作係：池田（防火シャッター・防火戸等の閉鎖の任に当たる）

警戒班：赤坂（重要物件の非常持ち出し＜診療録等＞と飛び火その他盗難等の任に当たる）

＜計画＞

実施日時　　　：３月１４日（月）　１３；１０～

参加者　　　　：北病棟患者様・病棟当日勤務者・管理棟当日勤務者

出火時間　　　：１３：１０

出火場所　　　：北病棟３０１号室

内容　　　　　：１３：１０に出火、終了後は病棟カンファレンスにて反省会を実施

＜訓練内容＞

１３：１０　火災報知ベル鳴動

出火場所の確認（２回呼称）全員　　班長指揮開始（病棟外の応援職員にも指示する）

出火現場の確認（消火器を持参）　村舘・木村・鶴ｹ崎

消防通報（すぐ詰所に戻り、通報）　鶴ｹ崎

初期消火（火元に向けて約３０秒消火）　村舘・木村

初期消火失敗（３０１号室のドアを閉め避難場所へ移動し救護に当る）木村

出火区画の区画形成（防火戸を閉める）　池田

非難誘導（出火場所の確認と同時に大声で棟内の患者様に知らせる）　池田・阿部（病棟外へ非難誘導する。その際、外出・外泊中の人数を把握する）

　　　〃　護送　（伊藤　五十二様を護送）　赤坂

　　　〃　護送　（江刺家　恵子様を護送）方法：タオルケットを使用。　鶴ｹ崎・村舘

警戒（飛び火、その他盗難などを警戒する）　赤坂

残留者なしの確認（病室の中を確認した事を示す為、入り口に近いベッドの寝具を床に落としドアは開けたままにする。また、トイレのドアも開けたままにする。）　高橋

人員確認（非難場所で最終的な人員を確認する）池田・阿部

　　※当日は迅速に行動出来るよう、計画書に目を通しておく様ににてください。
＜ＯＴ報告・ミーティング＞
村上　元道様～計算ドリルやパソコンなど色々な物に興味を持ち手をつけるが継続出来ず中途半端になることが多く見られる。その日の気分や体調に左右されテーブルに伏されていおり、スタッフの促しにも拒否的となることがある。今後は、作業に計画性をもたせ、一つのことを継続し達成出来るようにし、達成感や満足感を味わっていただき、気分転換を図れるようにしていきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞
　　奥山　以依子様～現在、自宅退院に向け外泊中です。明日、帰院予定です。帰院時弟様がケースワーカと今後について面談をします。面談で得た、外泊時の情報をもとに、退院に向けて現段階での不安解消と、今後社会生活をする為に必要な生活技術を身に付ける為のケアプランを作成し問題改善して行きましょう。（交通機関の利用など）　　　　　　　
井上　和美様～本人、退院に対して不安が強く否定的となってきています。今後の方向性について本人と話し合うが「薬のせいで顎が固まった」など悲観的な発言を繰り返され今後に向けての具体的な話し合いを避けているようです。今後は、退院に向けての自宅での過ごし方を想定した外泊を行なえるように本人とともに計画を立て外泊し評価していきたいと思います。。
















